
 
１５２３ 事前教示回答（原産地認定）の公開について 

 
 
  輸入申告においては、輸入者が貨物の原産地を決定しなければなりません。こ

の原産地決定のプロセスを原産地認定といいます。 
  この原産地認定の一般的基準として特恵（一般特恵、各経済連携協定）及び非

特恵の法令及び協定条文等に基づく原産地規則があり、解説その他関連情報と共

にホームページにも公開されています。 
 
  しかし、これらの解説等は一般的記述であって、輸入貨物の個別具体的な原産

地認定の判断を行うことが難しいという方もいらっしゃるのではないかと思われ

ます。 
  そのため、原産地認定に係る文書による事前教示及びＥメールによる事前教示

のうち文書による照会に準じた取扱いに切り替えたものの照会及び回答の内容に

ついては、税関における取扱いの透明性及び輸入者一般の予測可能性を高めるた

め、参考となる個別具体的な事例の公開を、ホームページ、税関窓口等で行って

います。(事前教示回答（原産地）) 
各事前教示の照会・回答内容は、原則公開（非公開期間は 長で 180 日）とな

っておりますので、事前教示を申請される際はご留意ください。 
 
 

 事前教示照会先電話番号一覧表 
 

函 館 税 関       …… ０１３８－４０－４２５５ 

東 京 税 関       …… ０３－３５９９－６５２７ 

横 浜 税 関       …… ０４５－２１２－６１７４ 

名古屋税関       …… ０５２－６５４－４２０５ 

大 阪 税 関       …… ０６－６５７６－３１９６ 

神 戸 税 関       …… ０７８－３３３－３０９７ 

 門 司 税 関       …… ０５０－３５３０－８３６９ 

長 崎 税 関       …… ０９５－８２８－８８０１ 

沖縄地区税関 …… ０９８－９４３－７８３０ 
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